
四季彩のまち kamifurano　あなたに届けたい想いがある…四季彩のまち kamifurano　あなたに届けたい想いがある…

こ う ほ う

2020   2020   　　　   NO.738NO.7381111

主な内容主な内容

映画「泥流地帯」本格始動　映画化に向けて連携協定を締結映画「泥流地帯」本格始動　映画化に向けて連携協定を締結
正しく知り、正しく恐れる正しく知り、正しく恐れる　新型コロナウイルス感染症　新型コロナウイルス感染症
まちづくりトーク「町立病院改築基本構想」まちづくりトーク「町立病院改築基本構想」
��月��日�日�は上富良野町長選挙、上富良野町議会議員補欠選挙の投票日です��月��日�日�は上富良野町長選挙、上富良野町議会議員補欠選挙の投票日です
ご存じですか？　ご存じですか？　在宅の障がい児・障がい者の方への手当在宅の障がい児・障がい者の方への手当

映
画
「
泥
流
地
帯
」

映
画
「
泥
流
地
帯
」

本
格
始
動

本
格
始
動

　「泥流地帯」実写映画化等に関する　「泥流地帯」実写映画化等に関する
連携協定調印式連携協定調印式
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官
民
連
携
で

　
　
　
　

悲
願
の
映
画
化
へ

９
月
25
日
、
町
が
取
り
組
む
小
説
『
泥
流

地
帯
』
の
映
画
化
へ
向
け
た
官
民
連
携
の
固

い
約
束
が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
つ
い
に

悲
願
の
映
画
化
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組

み
が
本
格
化
さ
れ
ま
す
。

株
式
会
社
Ｚ
ⅰ
ｐ
ａ
ｎ
ｇ

�

以
下
ジ
パ
ン

グ
／
港
区
赤
坂

�

は
、
映
像
・
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン

テ
ン
ツ
を
活
用
し
て
、
地
域
活
性
化
に
取
り

組
む
企
業
。
主
に
Ｍ
Ｂ
Ｓ

�

毎
日
放
送

�

の
子

会
社
で
あ
る
Ｍ
Ｂ
Ｓ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ド
ラ

イ
ブ
社
が
出
資
し
、
今
年
８
月
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

昨
年
５
月
、
法
人
設
立
以
前
に
地
域
と
連

携
し
た
映
像
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
た
吉
廣

貫
一
社
長

�

当
時
Ｍ
Ｂ
Ｓ

�

、
猪
狩
淳
一
取
締

役

�

当
時
毎
日
新
聞
社

�

と
上
富
良
野
町
が
ロ

ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
出
会

い
、
泥
流
地
帯
の
映
画
化
に
関
す
る
連
携
に

向
け
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

映
画
「
泥
流
地
帯
」
本
格
始
動

映
画
「
泥
流
地
帯
」
本
格
始
動

　
　
　

　
　
　

映
画
化
に
向
け
て
連
携
協
定
を
締
結

映
画
化
に
向
け
て
連
携
協
定
を
締
結

連
携
協
定
で
約
束
し
た
こ
と

連
携
協
定
で
は
、
ジ
パ
ン
グ
社
と
上
富
良

野
町
が
互
い
に
協
力
す
べ
き
こ
と
が
努
力
義

務
と
し
て
明
記
さ
れ
、
双
方
が
誠
意
を
も
っ

て
小
説
『
泥
流
地
帯
』
の
映
画
化
と
地
域
振

興
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。具

体
的
に
は
、

①
全
国
公
開
の
実
写
映
画
で
あ
り
、
十
分
な
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興
行
収
益
を
期
待
で
き
る
商
業
作
品
と
し

て
、
２
０
２
２
年
の
公
開
を
め
ざ
し
制
作

す
る
こ
と
。
三
浦
文
学
の
代
表
作
に
ふ
さ

わ
し
い
規
模
の
作
品
と
す
る
こ
と

�

ジ
パ

ン
グ
社

�

②
全
面
的
な
町
内
ロ
ケ
支
援

�

エ
キ
ス
ト

ラ
、
宿
泊
、
食
事
な
ど

�

を
行
う
こ
と
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
製
作

費
支
援
を
行
う
こ
と

�

上
富
良
野
町

�

が
約
束
さ
れ
ま
し
た

�

双
方
努
力
義
務

�

。

三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
と
は
す
で
に
「
泥

流
地
帯
」
の
映
画
化
を
含
む
文
化
振
興
に
関

す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
今
回
の

ジ
パ
ン
グ
社
と
の
連
携
に
よ
り
、
映
画
化
に

向
け
た
動
き
が
本
格
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

今後の動きは…

メガホンを取るのは、昨年��月にロケハ

ン�下見�で上富良野を訪れている柴山健次監

督。現段階では配役など具体的な内容は未定

です。

今後はジパング社により、製作委員会など

の映画制作体制の整備が行われるほか、制作

費の確保や配役、配給などが決められていき

ます。

ロケサポート体制にご参加を

町では映画やドラマなどのロケを中心とし

た「ロケ地観光」で地域を盛り上げる取り組

み�ロケツーリズム�を進めています。映画「泥

流地帯」はもちろんのこと、さまざまな映像

作品の製作に町ぐるみで支援する体制を整え

ますので、皆さまのご参加を心待ちにしてお

ります。

詳細は随時お知らせします。

登場人物の視点で市街地を歩いてまわる一行

問合せ　企画商工観光課地域活性化担当

　　　　　　　　　　　　　　　　拶盈����
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泥流地帯映画化プロジェクト「特別対談＆公開取材」

 三浦綾子「泥流地帯」の三浦綾子「泥流地帯」の

                       ヨミカタ                       ヨミカタ
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
館
長

　
　
　
　
　

田
中　

綾

田
中　

綾    

さ
ん
さ
ん

映
画
監
督

映
画
監
督

　
　

柴
山
健
次

柴
山
健
次    

さ
ん
さ
ん

北海学園大学人文学部教授／歌人　札幌市出身

北海道大学文学部言語学専攻課程卒業

北海学園大学大学院文学研究科学位授与�博士�文学��

����年　北海学園大学人文学部日本文化学科教授

����年　三浦綾子記念文学館館長

【著書】　『書棚から歌を』深夜叢書社�����年�ほか

北海道新聞「日曜文芸」にコラム「書棚から歌を」が連載中

監督／脚本家　愛知県出身

大阪芸術大学芸術学部芸術計画学科卒業

����年　ENBUゼミナール参加。篠原哲雄監督に師

事

【代表作�映画作品�】　

　『パーフェクトワールド　君といる奇跡』�����年�

　『流れ星が消えないうちに』�����年�ほか

難
解
？　

明
解
？　

　
　
　
　
　

泥
流
地
帯
の
読
み
方

　��月��日�月�、「泥流地帯」映画化をすすめる会主催によ

る柴山健次監督と三浦綾子記念文学館田中綾館長による特別

対談が保健福祉総合センターかみんで行われました。

くしくも当日は作者である三浦綾子さんの命日。聴講に訪

れた多くの町民とともに、作品との特別な縁を感じつつ、三

浦綾子さんの綿密な町内取材を経て紡がれた物語について、

存分に語っていただきました。

田
中
館
長　

登
場
人
物
が
多
い
作
品
。
映
画
に
登
場
す
る
人
物
量
は
？

柴
山
監
督　

な
る
べ
く
残
そ
う
と
思
う
が
、
２
時
間
の
制
約
上
、
登
場
人

物
は
減
ら
す
こ
と
に
な
る
。

―
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
？

柴
山
監
督　

泥
流
の
描
写
。
あ
れ
だ
け
の
規
模
を
ど
う
表
現
す
る
か
。
映

像
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
下
げ
な
い
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
の
力
を
結
集
す
る
。

ど
ん
な
映
画
に
な
る
の
？

 「泥流地帯」は決して難解な作品ではない。

　苦難から一歩踏み出せる生き方を学べる作品

　　　　　　　　　　　　　　　～田中館長～

映画制作に若者を巻き込みたい。

町と歴史ありきの原作。

地域で作り上げた達成感を　～柴山監督～

田
中
館
長　

泥
流
地
帯
だ
け
で
は
な
く
、
他

の
作
品
も
含
め
、
口
述
筆
記
で
書
か
れ
て

い
る
。
や
さ
し
く
読
み
や
す
い
。
朗
読
が

お
ス
ス
メ
。

柴
山
監
督　

今
回
の
お
話
を
い
た
だ
く
ま
で

読
ん
だ
こ
と
が
な
く
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
難

し
い
印
象
が
あ
っ
た
。
読
ん
で
み
る
と
青

春
も
の
。
僕
の
世
代
が
撮
る
べ
き
作
品
と

し
て
バ
ト
ン
が
回
っ
て
き
た
と
感
じ
た
。

田
中
館
長　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
大
学
の
授

業
で
学
生
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
。
困
難
、

苦
難
に
向
か
い
合
い
、
乗
り
越
え
る
生
き

方
を
学
べ
る
作
品
。

町
民
に
協
力
で
き
る
こ
と
は
？

田
中
館
長　

文
学
館
は
100
人
以
上
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て

い
る
。
わ
た
し
も
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
参
加
し
た
い

�

笑

�

。

柴
山
監
督　

エ
キ
ス
ト
ラ
の
数
が
多
い
の
で
、
衣
装
を
縫
っ
て
い
た
だ
け

る
と
助
か
る
。
食
事
や
移
動
、
宿
泊
場
所
も
課
題
。
映
画
を
作
る
こ
と

に
若
い
人
を
巻
き
込
ん
で
い
き
た
い
。
体
力
・
腕
力
が
い
る
現
場
な
の

で
、
皆
さ
ま
の
周
り
の
方
に
も
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

町
と
歴
史
あ
り
き
の
映
画
は
珍
し
い
。
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
皆
さ
ん
の

名
前
が
た
く
さ
ん
並
ん
だ
ら
面
白
い
。
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
た
達
成

感
に
な
る
。
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三浦綾子ファンの証

 ゴールドミウラーの称号にチャレンジゴールドミウラーの称号にチャレンジ

年代もジャンルも多岐にわたる三浦作品。多くの作品を

読み深めるのも、三浦文学の魅力のひとつです。

図書館ふれんどでは、読んだ三浦作品に応じて、三浦綾

子ファンの証「ミウラー」に認定する取り組みを行ってい

ます。

問合せ　企画商工観光課地域活性化担当　拶盈����

　　　　図書館ふれんど　　　　　　　　拶盈����

課題�作品以上
ブロンズミウラー

課題�作品
シルバーミウラー

課題��作品「ゴールドミウラー」

現在、認定者数��人

課題��作品全てを読みつくした「トッ

プオブ三浦ファン」。現在までに町民�人

と全国�都道府県の三浦ファンが最難関の

称号を手にしています。

三
浦
綾
子
記
念
文
学
館

　

　
　
　
田
中
綾
館
長
の
お
ス
ス
メ

冬
の
お
う
ち
時
間
は
、
三
浦
文
学
に
触
れ
よ
う

冬
の
お
う
ち
時
間
は
、
三
浦
文
学
に
触
れ
よ
う

　　

三
浦
綾
子
文
学
フ
ェ
ア
開
催

三
浦
綾
子
文
学
フ
ェ
ア
開
催
中中

図
書
館
ふ
れ
ん
ど
で
は
、
読
書
推
進
と
三
浦
綾
子
文
学
、
小
説
『
泥
流
地
帯
』
の
普
及
の
た

め
、
三
浦
綾
子
文
学
フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

重
点
期
間
中
は
、
貸
出
カ
ウ
ン
タ
ー
横
に
特
設
ブ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
映
画
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
『
泥
流
地
帯
』
の
ほ
か
、
旭
川
が
生
ん
だ
文
豪
、
三
浦
綾
子
の
文
学
作
品
に
触

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ　

図
書
館
ふ
れ
ん
ど　
　

拶
盈
３
１
５
８　

ＰＰICK UP  ～三浦綾子作品～

綾
子
さ
ん
の
地
域
に
対
す
る
思
い

や
作
家
に
な
る
き
っ
か
け
、
人
間
関

係
、
生
き
方
ま
で
全
て
描
か
れ
て
お

り
、
初
め
て
三
浦
作
品
を
読
む
方
、

若
い
方
々
に
も
自
伝
３
部
作
の
「
道

あ
り
き
」
が
お
ス
ス
メ
で
す
。 「道ありき　

　　　　〈青春篇〉」

ブロンズ・シルバーミウラー認定対象�作品

泥流地帯 続泥流地帯 ひつじが丘

銃口 氷点 続氷点

道ありき 塩狩峠 母

その他ゴールドミウラー認定に必要な対象��作品

海嶺 広き迷路 青い棘

命ある限り 天北原野 残像

嵐吹く時も 裁きの家
細川ガラシャ夫
人

石の森 果て遠き丘 病めるときも

雪のアルバム
愛すること信ず
ること

積木の箱

千利休とその妻
たち

課題図書は上記の��作品。図書館ふれんどに備

え付けのチェックシートで読んだ作品を確認し、

窓口でお申込みください。三浦綾子文学フェア期

間中だけではなく、過去に読んだことのある作品

も認定対象です。

映
画
監
督

　

　
　
柴
山
健
次
さ
ん
の
お
ス
ス
メ

言
わ
ず
と
知
れ
た
三
浦
文
学
の
代

表
作
。
大
正
末
期
、
多
く
の
試
練
に

向
き
合
う
上
富
良
野
の
人
々
が
ど
う

生
き
、
何
を
選
択
し
た
の
か
。
私
た

ち
が
毎
日
目
に
す
る
美
し
い
田
園
風

景
に
つ
な
が
る「
上
富
良
野
物
語
」。

「泥流地帯」
「続泥流地帯」

口
述
筆
記
で
書
か
れ
る
三
浦
文
学
は
、
半
世
紀
近
く
前
の
作
品
で
も
違
和
感
の
な

い
「
読
み
や
す
さ
」
も
大
き
な
特
徴
の
一
つ
。
冬
の
「
お
う
ち
時
間
」
を
三
浦
作
品

で
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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富
良
野
協
会
病
院
　
角
谷
先
生
に
聞
き
ま
し
た

富良野協会病院　副院長・小児科

　角
か く や

谷　不
ふ じ お

二雄　医師

医学博士

旭川医科大学臨床指導教授

小児科学会専門医・指導医

インフェクションコントロールドクター

感染症学会、小児感染症学会会員

Q1

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
っ
て

　
　
　
　
ど
ん
な
ウ
イ
ル
ス
？

人
間
に
感
染
す
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
７

種
類
で
す
。
４
種
類
は
冬
～
春
に
流
行
す
る

重
症
化
し
な
い
「
風
邪
」、
２
種
類
は
重
症

化
す
る
「
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

�

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ

�

」
と
「
中
東
呼
吸
器
症
候
群

�

Ｍ
Ｅ

Ｒ
Ｓ

�

」
の
原
因
。
７
種
類
目
が
現
在
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
、
こ
れ
が
原
因
と
な

る
病
気
を
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

�

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19

�

」
と
呼
び
ま
す
。

症
状
は
発
熱
、
せ
き
、
呼
吸
困
難
、
下
痢
、

関
節
痛
、
筋
肉
痛
、
味
覚
・
嗅
覚
障
害
。
味

覚
・
嗅
覚
障
害
以
外
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

よ
く
似
て
お
り
、
無
症
状
で
あ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
潜
伏
期
間
は
平
均
５
日
程
度
、
ほ

と
ん
ど
は
感
染
か
ら
12
日
目
ま
で
に
発
症
す

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
染
経
路
は
、
せ
き
や
く
し
ゃ
み
で
飛
び

散
っ
た
飛
沫

�

ひ
ま
つ

�

を
吸
い
込
む
こ
と
に

よ
り
感
染
す
る
「
飛
沫
感
染
」
と
、
感
染
者

か
ら
排
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
唾
液
な

ど
を
直
接
触
れ
た
り
、
物
を
介
し
て
間
接
的

に
触
れ
る
こ
と
で
粘
膜
か
ら
感
染
す
る
「
接

触
感
染
」
で
す
。
ま
た
、
気
体
中
に
浮
遊
す

る
微
小
な
粒
子
エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
介
し
て
、
１

～
２
ｍ
以
上
の
距
離
を
越
え
て
感
染
す
る

「
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
」
が
起
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

米
疾
病
対
策
セ
ン
タ
ー
は
「
飛
沫
や
大
気

中
の
粒
子
は
、
空
気
中
に
滞
留
し
て
他
人
に

吸
い
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
1.8
ｍ
以
上

の
距
離
に
も
届
く

�

合
唱
練
習
や
飲
食
店
な

ど
で

�

こ
と
を
裏
付
け
る
証
拠
は
増
え
て
い

る
」「
換
気
が
不
十
分
な
屋
内
環
境
は
こ
の

リ
ス
ク
を
増
大
さ
せ
る
」
と
記
載
。
医
療
現

場
で
は
処
置
に
伴
い
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
が
起

き
や
す
い
た
め
、
そ
の
防
御
の
た
め
に
医
療

従
事
者
は
、
Ｎ
95
マ
ス
ク
や
ゴ
ー
グ
ル
を
使

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
感
染

症
法
上
「
指
定
感
染
症
」
で
あ
り
、
２
類
感

染
症
と
同
等
に
扱
わ
れ
現
時
点
で
は
入
院
が

原
則
。
無
症
状
や
軽
症
の
人
は
ホ
テ
ル
な
ど

で
宿
泊
療
養
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
無

症
状
や
軽
症
者
の
入
院
は
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
な
ど
、
重
症
化
リ

ス
ク
を
抱
え
る
人
の
み
を
対
象
に
す
る
こ
と

が
厚
生
労
働
省
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
の

半
分
は
、
発
症
前
を
含
む
症
状
の
な
い
患
者

か
ら
起
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
軽
症
や
無
症

状
で
あ
っ
て
も
、
感
染
者
は
感
染
を
拡
大
さ

せ
な
い
た
め
に
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。 国立感染症研究所のＨＰより国立感染症研究所のＨＰより

正
し
く
知
り
、
正
し
く
恐
れ
る

正
し
く
知
り
、
正
し
く
恐
れ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

上
富
良
野
町
を
含
む
富
良
野
管
内
で
は
、
５
月
以
降
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
発
症
者
は
出
て
い
な
い
状
況
で
す

�

10
月
15
日
現
在

�

。
し
か
し
、
北
海
道
で
は

10
月
に
入
り
感
染
が
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
今
後
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同

時
流
行
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
予
防
に
つ
い
て
、
富
良
野
管
内
の
２
次
医
療
圏

で
唯
一
の
中
核
病
院
・
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
指
定
を
受
け
、
管
内
で
発

生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
治
療
の
最
前
線
で
立
ち
向
か
っ
た
富
良
野

協
会
病
院
の
角
谷
不
二
雄
副
院
長
に
伺
い
ま
し
た
。

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班　

拶
盈
６
９
８
７
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Q5

 

再
流
行
へ
の
備
え
は

　
　
　
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

Q4

 

治
療
薬
と
ワ
ク
チ
ン
は
？

現
在
、
世
界
中
が
治
療
薬
探
索

�

従
来
の

薬
の
流
用

�
・
創
薬

�

新
規
の
作
成

�

・
ワ
ク

チ
ン
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
治
療
薬

と
し
て
レ
ム
デ
シ
ビ
ル
は
、
５
月
７
日
に
日

本
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
治
療
薬

と
し
て
承
認
。
デ
キ
サ
メ
タ
ゾ
ン
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
治
療
薬
と
し
て
の
承

認
は
取
得
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
厚
生
労
働
省

の
「
診
療
の
手
引
き
」
に
標
準
的
な
治
療
法

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ビ
ピ
ラ
ビ
ル

�

ア
ビ
ガ
ン

�

に
つ
い
て

は
、
非
重
篤
の
肺
炎
を
有
す
る
患
者
を
対
象

に
行
っ
た
国
内
第
三
相
試
験

�

承
認
を
得
る

た
め
に
行
わ
れ
る
臨
床
試
験
の
最
終
段
階

�

に
成
功
し
た
と
発
表
。
10
月
中
に
も
適
用
拡

大
を
申
請
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
シ
ク
レ
ソ

ニ
ド

�

オ
ル
ベ
ス
コ

�

は
、
肺
炎
が
改
善
し
た

症
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
は
フ
ァ

ビ
ピ
ラ
ビ
ル
と
シ
ク
レ
ソ
ニ
ド
の
治
験
に
参

加
し
、実
際
に
使
用
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
治
療
薬
の
確
実
な
効
果
が
確
認
さ

れ
た
と
は
ま
だ
い
え
ま
せ
ん
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
９
月
30
日
時
点
の
ま
と
め
に
よ

る
と
現
在
、
臨
床
試
験
に
入
っ
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
候
補

は
41
種
類
。
こ
の
ほ
か
に
151
種
類
が
前
臨
床

の
段
階
に
あ
り
ま
す
。
海
外
で
開
発
さ
れ
た

ワ
ク
チ
ン
の
日
本
へ
の
供
給
は
遅
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
大
き
な

再
流
行
が
起
き
た
場
合
に
は
間
に
合
わ
な
い

で
し
ょ
う
。

的
検
査
を
行
う
意
義
は
乏
し
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
距
医
療
関
連
感
染
を
防
ぐ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
は
、
意
義
が
あ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
、
10
月
７
日
ま
で

に
道
立
衛
生
研
究
所
に
依
頼
し
た
も
の
と
当

院
独
自
で
合
わ
せ
て
501
例
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
。
２
～
３
月
上
旬
の
適
応
は
虚
に
限
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
３
月
中
旬
以
降
は
許
距

の
適
応
で
も
病
院
負
担
を
含
め
て
多
く
の
例

を
検
査
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
は
医
療
関
連
の
集
団
感
染
が
多
い

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に

富
良
野
で
は
病
院
、
外
来
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
長

期
療
養
施
設
を
含
め
た
医
療
関
連
の
感
染
は

全
く
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
理
由

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

が
病
院
内
、
病
院
か
ら
療
養
施
設
へ
の
移
動

で
起
き
る
医
療
関
連
感
染
の
防
止
に
寄
与
し

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q3

 

検
査
の
方
法
は
？

遺
伝
子
を
調
べ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
ほ
か
、

抗
体
検
査
と
抗
原
検
査
が
あ
り
ま
す
。
抗
体

検
査
は
急
性
期
の
診
断
に
不
向
き
。
抗
原
検

査
は
感
度
が
低
く
、
陰
性
で
感
染
を
否
定
で

き
ま
せ
ん
。
信
頼
性
が
最
も
高
い
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
で
す
が
、
①
偽
陰
性
が
生
じ
や
す
い
、
②

「
陽
性
＝
感
染
性
」
で
は
な
い
、
③
多
額
の

費
用
と
時
間
が
か
か
る
、
④
検
体
採
取
時
の

感
染
リ
ス
ク
が
あ
る
と
い
っ
た
問
題
点
も
あ

り
ま
す
。

私
が
考
え
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
絶
対
適
応

は
、
虚
医
師
が
診
察
で
肺
炎
な
ど
の
所
見
か

ら
必
要
と
判
定
し
た
場
合
。
許
濃
厚
接
触
者

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
特
定
し
、
感
染
を
判
定
す

る
積
極
的
疫
学
調
査
も
意
味
が
あ
り
ま
す
。

特
に
症
状
が
な
く
接
触
歴
が
な
い
人
に
網
羅

Q2

 

な
ぜ
恐
ろ
し
い
病
気
な
の
？

で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
10
倍
以
上
死
亡

す
る
危
険
性
が
高
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症
化

リ
ス
ク
が
高
い
方
と
し
て
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
や
喫
煙
者
、男
性
、冠
動
脈
疾
患
や
う
っ

血
性
心
疾
患
、
不
整
脈
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
な
ど
の
疾
患
が
あ
る
方
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

病
原
性
の
指
標
で
あ
る
致
命
割
合

�

確
定

診
断
が
つ
い
た
患
者
の
う
ち
そ
の
感
染
に

よ
っ
て
死
亡
す
る
割
合

�

は
、
日
本
の
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
年
約
１
千
万
人
が

確
定
診
断
さ
れ
、
そ
の
う
ち
直
接
の
死
者
は

２
～
３
千
人
で
、
致
命
割
合
は
0.02
～
0.03
％
。

関
連
死
を
考
慮
し
た
超
過
死
亡
１
万
人
か
ら

計
算
し
た
致
命
割
合
で
も
0.1
％
で
す
。
こ
れ

に
対
し
、
日
本
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
致
命
割
合
は
1.9
％

�

10
月
６
日
時
点

�

有
効
な
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
、
多
く
の
人
が

感
染
し
て
集
団
免
疫
が
で
き
る
ま
で
は
、
ウ

イ
ル
ス
と
共
存
す
る
生
活
が
必
要
で
す
。
自

分
だ
け
で
な
く
他
人
に
感
染
さ
せ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
基
本
は
飛
沫
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、

互
い
の
距
離
を
１
～
２
ｍ
以
上
開
け
る
「
身

体
的
距
離
確
保
」
と
く
し
ゃ
み
や
せ
き
な
ど

飛
沫
の
拡
散
を
防
ぐ
「
マ
ス
ク
の
着
用
」
の

ほ
か
、
接
触
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、
石
け
ん

を
使
っ
た
「
手
洗
い
」
や
手
指
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
な
ど
の
使
用
が
重
要
で
す
。

「
密
閉
空
間

�

換
気
の
悪
い
空
間

�

」、「
密

集
場
所

�

多
く
の
人
が
集
ま
る

�

」、「
密
接
場

面

�

互
い
に
手
を
伸
ば
し
た
ら
手
の
届
く
距

離
で
の
会
話
や
共
同
行
為

�

」
と
い
う
３
つ

の
密
の
回
避
は
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

医
療
機
関
も
再
流
行
へ
の
準
備
が
必
要
で

す
。
４
月
の
流
行
時
、
当
院
は
感
染
病
棟
４

床
の
満
床
が
続
き
、
一
部
の
入
院
を
旭
川
の

病
院
に
依
頼
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
当
院
は
、
16
床
ま
で
収
容
能
力
を
増

強
。
そ
の
た
め
に
陰
圧
装
置
を
注
文
し
た
ほ

か
、
感
染
対
策
に
不
向
き
な
床
の
張
替
工
事

を
近
日
中
に
開
始
し
ま
す
。
来
院
者
全
員
の

体
温
測
定
、
マ
ス
ク
着
用
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

が
で
き
る
体
制
も
準
備
中
で
す
。
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　感染症を予防しよう！

　　正しい手の洗い方
帰宅したときや食事前など、こまめに手を洗いましょう

●手洗いの方法

※手洗いの前は爪を短く切り、時計や指輪は外しておきましょう。

１

水で手を濡らし、石け

んを手に取ります

２

石けんをよく泡立てな

がら手のひらを洗いま

す

３

手の甲を伸ばすように

洗います

４

指先・爪の間を念入り

に洗います

５

指の間を洗います

６

親指をねじりながら洗

います

７

手首を洗います

８

流水で石けんと汚れを

洗い流します

９

洗い終わったら、清潔

なタオルなどでよく拭

き取って乾かします

発
熱
な
ど
の
症
状
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　
　
　
感
染
が
心
配
な
と
き
は
…

今
年
の
冬
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
拡

大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
熱
な
ど
の
症
状
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

区
別
を
す
る
の
は
、
困
難
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
受

診
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

発熱などの症状がある

かかりつけ

医療機関が

ある場合

かかりつけ医療機

関がない場合など

　かかりつけの医

療機関に受診前に

電話で相談してく

ださい

　かかりつけの医療機関がない場合や土

日、祝日、夜間や救急の対応を行ってい

ない場合は、

「北海道新型コロナウイルス感染症

　　　　　　　　　健康相談センター」

　　　　　　　　　にご相談ください。

拶����‐���‐�����フリーコール�

※��時間対応。設置期間は令和�年�月��

日まで

石けんを使った手洗いは、新型コロナウイ

ルスが持つ「エンベローブ」という脂質から

できた�重の膜を壊し、感染力を失わせるこ

とができます。
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まちづくりトーク
　「町立病院改築基本構想」

財
源
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か

具
体
的
に
教
え
て
ほ
し
い

病
院
事
業
は
営
利
事
業
と
な
る

た
め
、
国
の
補
助
金
の
種
類
が
少

10
月
15
日

�

木

�

、
16
日

�

金

�

に
「
ま
ち
づ

く
り
ト
ー
ク
」
が
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

か
み
ん
で
開
催
さ
れ
、
延
べ
51
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
は
、
町
が
新
た
に
取

り
組
む
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、
町
民
と
の
意

見
交
換
の
機
会
と
し
て
開
催
。
今
回
は
、
町

立
病
院
の
改
築
基
本
構
想
を
テ
ー
マ
に
実
施

し
ま
し
た
。

な
い
。
財
源
の
多
く
は
地
方
債

�

借
金

�

で
賄

う
こ
と
に
な
る
。
今
後
基
本
計
画
、
実
施
設

計
の
な
か
で
、
事
業
費
を
精
査
し
て
い
く
。

有
利
な
財
源
を
研
究
し
、
町
民
の
負
担
が
少

な
い
計
画
に
し
た
い
。

現
在
の
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
新

病
院
を
建
設
予
定
だ
が
、
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
は
ど
う
な
る
の
か

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
集
約
さ
れ

て
い
る
「
児
童
発
達
支
援
」
と
「
子

育
て
支
援
」
の
２
つ
の
機
能
を
分
け
、
発
達

支
援
は
専
門
で
指
導
を
受
け
ら
れ
る
施
設
を

確
保
し
て
い
く
。
子
育
て
拠
点
の
施
設
は
、

他
の
公
共
施
設
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
環
境

を
整
え
て
い
く
。
子
育
て
に
関
わ
っ
て
い
る

方
々
と
も
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

介
護
医
療
院
が
40
床
と
な
る
が

こ
の
計
画
で
足
り
る
の
か

常
時
待
機
者
と
他
の
町
の
施
設

に
入
所
し
て
い
る
方
の
状
況
を
踏

ま
え
設
定
し
た
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト

の
計
画
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い

現
在
具
体
策
は
な
い
が
、
現
在

の
役
場
車
庫
前
が
良
い
の
か
、
新

病
院
に
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
基
本
計
画
の
な
か
で
検
討
し
て
い
く
。

町
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で

は
、
建
設
予
定
地
が
水
害
時
に
最

高
50
㎝
の
浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
対
策
は
考
え
て
い
る
か

浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
だ
と

承
知
し
て
い
る
。
引
き
続
き
災
害

拠
点
病
院
と
し
て
、
町
の
防
災
担
当
と
協
議

し
な
が
ら
、
対
策
は
万
全
に
し
て
い
く
。

新
病
院
の
救
急
出
入
り
口
と
な

る
北
24
号
道
路
の
踏
切
の
幅
が
狭

い
。
救
急
搬
送
に
支
障
は

市
街
地
を
通
ら
ず
国
道
に
行
き

来
で
き
る
利
便
性
を
考
え
設
定
し

た
。
踏
切
の
改
修
と
な
る
と
多
大
な
事
業
費

な
ど
が
掛
か
る
た
め
、
今
後
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

高
齢
に
な
る
と
交
通
事
故
の
問

題
も
あ
り
地
元
に
病
院
が
あ
る
の

は
助
か
る
。
地
元
に
密
着
し
た
町
立
病
院
の

建
設
を
進
め
て
ほ
し
い

町
の
か
か
り
つ
け
医
の
役
割
を

果
た
す
た
め
、
地
域
密
着
の
医
療

機
関
と
し
て
整
備
し
て
い
く
。

病
院
利
用
者
の
ほ
か
、
地
域
の

方
も
自
由
に
集
え
る
庭
な
ど
、
建

物
だ
け
で
な
く
、
外
構
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

も
重
視
し
て
ほ
し
い

憩
い
の
場
に
つ
い
て
は
、
将
来

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
が
移
転
す
る

こ
と
も
踏
ま
え
、
基
本
計
画
で
検
討
し
て
い

く
。

不
具
合
や
非
効
率
だ
か
ら
、
十

数
年
後
に
ま
た
改
築
す
る
と
い
う

こ
と
は
無
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

専
門
的
な
コ
ン
サ
ル
の
ほ
か
、

現
場
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
意
見
も

取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
る
。
非
効
率
な
ど
を

理
由
に
将
来
建
て
替
え
る
こ
と
が
な
い
計
画

と
し
た
い
。

町
立
病
院
改
築
に
対
し
、
ま
ち

づ
く
り
ト
ー
ク
の
ほ
か
に
町
民
が

意
見
で
き
る
場
を
設
け
て
ほ
し
い

今
後
、
基
本
計
画
の
際
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
町

民
の
意
見
を
集
約
し
た
い
。

�町立病院改築基本構想�
問合せ　町民生活課自治推進班　拶盈����　

参
加
者
か
ら
の
質
問
・
意
見

答答

答答答答 答答

答答答答答答答答

問問

問問問問 問問

問問問問問問問問

まちづくりトークまちづくりトーク

答答答答 問問問問
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司
投
票
日
時

投
票
日　

11
月
29
日

�

日

�

投
票
時
間　

７
～
20
時

司
投
票
で
き
る
人

・
日
本
国
民
で
、
上
富
良
野
町
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

・
平
成
14
年
11
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

・
８
月
23
日
ま
で
に
転
入
届
を
提
出
し
、
引

き
続
き
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

・
受
刑
中
や
仮
出
獄
中
、
選
挙
犯
罪
に
よ
る

刑
の
執
行
猶
予
中
、
選
挙
権
停
止
中
で
は

な
い
人

司
投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
入
場
券
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
へ
11
月
24
日

�

火

�

ま
で
に
、

世
帯
全
員
分
を
は
が
き
一
枚
に
ま
と
め
て
郵

送
し
ま
す
。
投
票
に
行
く
と
き
は
、
投
票
所

を
確
認
の
う
え
、
入
場
券
を
切
り
離
し
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
投
票
所

の
受
付
で
本
人
と
確
認
で
き
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
。

※
町
内
で
転
居
し
た
場
合
、
11
月
13
日
現
在

の
住
所
の
投
票
所
に
な
り
ま
す

司
期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方

は
、
次
の
期
間
に
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

の
で
、
投
票
所
入
場
券
を
ご
持
参
の
う
え
お

越
し
く
だ
さ
い
。

期
間　

11
月
25
日

�

水

�

～
28
日

�

土

�

●投票日当日の投票所と対象地区

投票所 対象地区

第�投票所
上富良野小学校

�体育館�

大町、南町�～�丁目、宮町、本町、日

の出第�

第�投票所
社会教育

　　総合センター

緑町、桜町、東町、新町、旭町、南町

�丁目、丘町、向町、旭野、富原

第�投票所 上富良野町公民館
富町、錦町、中町、西町、光町、島津、

江花

第�投票所 上富良野西小学校
栄町、泉町、扇町、北町、日の出第�、

日新、清富、草分、江幌、静修、里仁

第�投票所 公民館東中分館 東中

く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
は
お
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

司
投
票
所
へ
お
越
し
の
際
の
お
願
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
マ
ス
ク
着
用
で
お
越
し
く
だ
さ
い

・
ご
自
宅
で
体
温
を
測
り
、
体
調
を
確
認
の

う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い

・
投
票
台
に
鉛
筆
を
用
意
し
て
い
ま
す
が
、

持
参
し
た
鉛
筆
を
使
用
し
て
、
投
票
用
紙

に
記
入
が
で
き
ま
す

・
投
票
所
入
場
券
は
、
あ
ら
か
じ
め
切
り
離

し
て
持
参
く
だ
さ
い

場
所
・
時
間

・
役
場
１
階
相
談
室　

８
時
30
分
～
20
時

・
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

　
　

１
階
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル　

16
～
19
時

※
満
18
歳
に
な
る
前
に
投
票
す
る
場
合
は
、

不
在
者
投
票
に
な
り
ま
す

司
代
理
投
票　

　

ご
自
身
で
投
票
用
紙
に
記
入
で
き
な
い
方

は
、
受
付
に
申
し
出
れ
ば
、
係
員
の
代
筆
に

よ
り
投
票
で
き
ま
す
。
点
字
で
投
票
さ
れ
る

方
も
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

司
不
在
者
投
票

・
仕
事
や
私
的
な
理
由
に
よ
り
、
当
日
の
投

票
や
期
日
前
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
方
は
、
期
日
前
投
票
の
期
間
内
に
滞
在

先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す

・
病
院
な
ど
へ
入
院
・
入
所
中
の
方
は
、
都

道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
て
い

る
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ
の
施
設
で
不
在
者

投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

※
選
挙
管
理
委
員
会
へ
投
票
用
紙
な
ど
の
請

求
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

手
続
き
く
だ
さ
い

司
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
な
ど

を
お
持
ち
の
方
は
「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
」
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
へ
申
請
登
録
し
て

「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て

��月��日�日�は��月��日�日�は

上富良野町長選挙上富良野町長選挙

上富良野町議会議員補欠選挙の上富良野町議会議員補欠選挙の

　　　　　　　　　投票日です　　　　　　　　　投票日です

問合せ問合せ　選挙管理委員会　　選挙管理委員会　拶盈拶盈��������

http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/

令
和
２
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語

　

最
優
秀
賞

「
み
ん
な
の
一
票
を　

今
と
未
来
に
つ
な
げ
よ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

福
さ
ん
作
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ご存じですか？
　在宅の障がい児・障害者の方への手当

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

　

在
宅
の
障
が
い
児
・

在
宅
の
障
が
い
児
・

　
　
　
　
　
　

障
が
い
者
の
方
へ
の
手
当

　
　
　
　
　
　

障
が
い
者
の
方
へ
の
手
当

受
給
要
件
に
該
当
す
る
方
は
保
健
福
祉
課
で
手
続
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
当
の
種
類
に
よ
り
対
象
と
な
る
障
が
い
の
程
度
が
異
な
り
ま
す
。

  

特
別
児
童
扶
養
手
当

  

�

養
育
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す

�

精
神
・
知
的
・
身
体
障
が
い
な
ど
が
あ
る

20
歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

酸
対
象
者　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
～
３
級
、
４
級
の

一
部
に
該
当
す
る
児
童

②
療
育
手
帳
を
お
持
ち
か
、
同
程
度
の
障
が

い
の
あ
る
児
童

�

手
帳
の
な
い
児
童
も
対

象

�

酸
支
給
額

�

判
定
に
よ
り
異
な
り
ま
す

�

　

１
級　

５
万
２
千
500
円

　

２
級　

３
万
４
千
970
円

酸
支
給
制
限

・
養
育
者
の
前
年
の
所
得
が
基
準
額
以
上
の

場
合
は
、
そ
の
年
度
の
８
月
か
ら
翌
年
７

月
の
手
当
が
支
給
停
止

酸
受
給
で
き
な
い
方

・
対
象
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

・
対
象
児
童
が
障
が
い
を
理
由
に
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る
場
合

重
度
の
障
が
い
に
よ
り
常
時
特
別
な
介
護

が
必
要
な
児
童
の
福
祉
向
上
と
精
神
・
物
質

的
な
負
担
軽
減
の
た
め
支
給
さ
れ
ま
す
。

酸
対
象
者　

身
体
、
知
的
、
精
神
に
重
度
の

障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別

な
介
護
を
必
要
と
す
る
満
20
歳
未
満
の
在

宅
障
が
い
児

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
・
２
級
程
度
の
身

体
機
能
の
障
が
い
が
あ
る

②
身
体
機
能
の
障
が
い
か
長
期
に
わ
た
る
安

静
を
必
要
と
す
る
病
状
が
あ
り
、
そ
の
状

態
が
①
と
同
程
度
以
上

③
最
重
度
の
知
的
障
が
い
か
精
神
障
が
い
が

あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
程
度

④
身
体
機
能
の
障
が
い
や
病
状
、
重
度
の
知

的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
が
重
複
し
、
そ

の
状
態
が
①
～
③
と
同
程
度
以
上

酸
支
給
額　

１
万
４
千
880
円

酸
支
給
制
限

・
受
給
資
格
者
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の

  

障
害
児
福
祉
手
当

  

�

20
歳
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す

�

い
ず
れ
か
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

あ
る
場
合
は
、
そ
の
年
度
の
８
月
か
ら
翌

年
７
月
ま
で
の
手
当
が
支
給
停
止

酸
受
給
で
き
な
い
方

・
施
設
に
入
所
、
公
的
機
関
の
措
置
で
入
院

し
て
い
る
場
合

・
対
象
児
童
が
障
が
い
を
理
由
に
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る
場
合

  

特
別
障
害
者
手
当

  

�

20
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す

�

著
し
い
重
度
の
障
が
い
に
よ
り
常
時
特
別

な
介
護
が
必
要
な
特
別
障
が
い
者
の
福
祉
向

上
と
負
担
軽
減
の
た
め
支
給
さ
れ
ま
す
。

酸
対
象
者　

身
体
、
知
的
、
精
神
に
重
度
の

障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時
特
別

な
介
護
が
必
要
な
満
20
歳
以
上
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
在
宅
障
が
い
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
・
２
級
程
度
の
異

な
る
障
が
い
が
重
複
し
て
い
る
方
、
こ
れ

ら
の
障
が
い
と
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

精
神
障
が
い

�

最
重
度
の
知
的
障
が
い
を

含
む

�

が
重
複
し
て
い
る

②
①
に
該
当
す
る
身
体
障
が
い
か
精
神
障
が

い
が
１
つ
と
、
身
体
障
が
い
が
３
級
程
度

か
日
常
生
活
動
作
が
著
し
く
困
難
な
精
神

障
が
い
、
知
的
障
が
い
な
ど
が
２
つ
の
計

３
つ
以
上
の
障
が
い
が
重
複
し
て
い
る

③
両
上
肢
、
両
下
肢
、
体
幹
機
能
に
１
・
２

級
程
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
動

作
が
著
し
く
困
難

④
内
部
機
能
の
１
級
程
度
の
障
が
い
か
身
体

機
能
の
障
が
い
、
長
期
に
わ
た
る
安
静
を

要
す
る
病
状
が
あ
り
、
絶
対
安
静
の
状
態

で
あ
る

⑤
精
神
障
が
い
で
日
常
生
活
に
常
時
介
護
を

要
す
る
程
度
以
上
か
、
最
重
度
の
知
的
障

が
い
で
日
常
生
活
が
著
し
く
困
難

酸
支
給
額　

２
万
７
千
350
円

酸
支
給
制
限

・
受
給
資
格
者
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
の

い
ず
れ
か
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

あ
る
場
合
は
、
そ
の
年
度
の
８
月
か
ら
翌

年
７
月
ま
で
の
手
当
が
支
給
停
止

酸
受
給
で
き
な
い
方

・
施
設
に
入
所
、
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し

て
い
る
場
合

忘れずに！

マイナンバー法により申請書

に受給者、配偶者、扶養義務者

の「個人番号」の記載が必要です。

確認書類として、次のいずれ

かをお持ちください。

①個人番号通知カード�写�

②個人番号カード�写�

③住民票�個人番号入り�の原本

申
込
み
・
問
合
せ

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
児
福
祉
手
当

　
　

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

・
特
別
障
害
者
手
当

　
　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　

電
話
は
ど
ち
ら
も　

拶
盈
６
９
８
７
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上
富
良
野
中
学
校

　

　
　
第
21
回
定
期
演
奏
会

10/4

上
富
良
野
高
校
生
10
人
が

合
格
　
介
護
初
任
者
研
修

10/15

田
中
博
さ
ん
が

　
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

10/16

地
域
の
福
祉
を
支
え
て

　
第
37
回
社
会
福
祉
大
会

10/23

演奏で会場を沸かせた吹奏楽部員

このほかのできごとは、上富良野町行政ホームページでも掲載中！　http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/

��年にわたり行政相談委員を務める田中博さん

行
政
相
談
委
員
の
田
中
博
さ
ん
が
、
長
年

に
わ
た
る
行
政
相
談
委
員
の
活
動
が
認
め
ら

れ
、
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
。
10
月
16
日
、

役
場
で
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
総
務
省
旭

川
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
遠
藤
正
則

所
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
は
平
成
19
年
４
月
か
ら
行
政
相

談
委
員
を
委
嘱
さ
れ
、
定
例
行
政
相
談
所
を

毎
月
開
催
。
相
談
者
の
話
に
誠
実
に
向
き
合

い
、
親
切
丁
寧
な
対
応
で
問
題
の
解
決
に
尽

力
さ
れ
、
相
談
者
、
地
域
住
民
か
ら
大
き
な

信
頼
が
寄
せ
ら
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

上
富
良
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
第
21
回
定
期

演
奏
会
が
、
上
富
良
野
中
学
校
体
育
館
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
も
あ
り
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
が

中
止
。
３
年
生
に
と
っ
て
は
、
中
学
校
生
活

最
後
の
演
奏
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
「
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
」
な
ど
10
曲

を
演
奏
。
吹
奏
楽
を
バ
ッ
ク
に
先
生
が
熱
唱

す
る
な
ど
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

本
編
最
終
曲
の
「
ミ
ス
・
サ
イ
ゴ
ン
」
で
は
、

演
奏
と
歌
で
観
客
を
魅
了
。
演
奏
後
に
は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
演
奏
会
で
は
、
今
年
度
町
で
新
し
く

購
入
し
た
ピ
ッ
コ
ロ
や
フ
ル
ー
ト
な
ど
18
本

の
楽
器
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

福祉活動の功労者へ感謝状が手渡された

第
37
回
上
富
良
野
町
社
会
福
祉
大
会
が
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
行
わ
れ
、

134
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

日
頃
の
福
祉
活
動
へ
の
功
績
を
た
た
え
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
、
道
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
感
謝
状
を
６
団
体
と
14
人
へ
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
道
社
会
福
祉
協
議
会
中
村
健
治
副

局
長
の
講
演
で
は
「
生
活
の
中
で
の
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
」
と
題
し
、「
毎
日
の
介
護
か
ら
災

害
ま
で
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉
の
町
づ
く
り
に

は
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
有
効
活
用
が
重
要
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
講
演
後
、
町
内
の
小
学
生

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
福
祉
作
文
の
入
選
表
彰
を

行
い
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
４
人
が
作
文

を
披
露
。
福
祉
へ
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
力
作

に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

介護初任者研修の修了証を手にする�年生

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
受
講
し
、
修
了

試
験
に
合
格
し
た
上
富
良
野
高
３
年
生
10
人

に
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
介
護
職
を
め
ざ
す
上
富
良
野
高

校
生
の
た
め
に
受
講
料
を
全
額
負
担
。
即
戦

力
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

例
年
よ
り
短
期
間
で
の
研
修
で
し
た
が
、
全

員
休
む
こ
と
な
く
、
熱
心
に
取
り
組
み
、
修

了
試
験
で
は
皆
が
一
発
合
格
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
進
路
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
個
人
の

大
き
な
自
信
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。



ピックアップ

インフォメーション

報告
します

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会

　
　
富
良
野
広
域
連
合
議
会

10
月
14
日
、
富
良
野
市
議
会
議
事

堂
で
開
催
。
提
出
さ
れ
た
議
案
９
件

が
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
た

ほ
か
、
総
務
産
業
委
員
会
、
文
教
環

境
委
員
会
か
ら
「
所
管
施
設
の
運
営

管
理
に
つ
い
て
」
の
調
査
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

◎
令
和
２
年
度
富
良
野
広
域
連
合
一

般
会
計
補
正
予
算

　

２
千
191
万
７
千
円
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
に
追
加
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

歳
入

・
市
町
村
負
担
金

　
　
　
　
　

△
２
千
167
万
３
千
円

・
寄
付
金　

５
万
円

・
繰
越
金　

４
千
394
万
１
千
円

・
諸
収
入

�

雑
入

�　

69
万
９
千
円

・
連
合
債　

△
110
万
円

歳
出

・
消
防
費　

２
千
38
万
３
千
円

・
教
育
費　

153
万
４
千
円

◎
富
良
野
広
域
連
合
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命

・
服
部
久
和

�

上
富
良
野
町
教
育
委

員
会
教
育
長

�

・
岩
渕
秀
一

�

南
富
良
野
町
教
育
委

員
会
教
育
長

�

◎
富
良
野
広
域
連
合
職
員
の
特
殊
勤

務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

◎
令
和
元
年
度
富
良
野
広
域
連
合
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

◎
専
決
処
分
報
告

・
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害

補
償
等
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
�

公
共
串
内
牧
場
哺
育
育
成
セ
ン

タ
ー
及
び
採
草
放
牧
兼
用
地

�
○
そ
の
他
会
議
に
付
し
た
案
件

・
監
査
委
員
報
告　

例
月
出
納
検
査

結
果
報
告

�

令
和
元
年
度
１
～
５

月
分
、
令
和
２
年
度
４
～
８
月
分

�

・
令
和
元
年
度
富
良
野
広
域
連
合
教

育
行
政
評
価
報
告

問
合
せ　

富
良
野
広
域
連
合
事
務
局

総
務
課
　
　
　
拶
曳
１
２
２
１

　

総
務
課
財
政
管
理
班

　
　
　
　
　
　
　

拶
盈
６
９
８
０

町
民
ポ
ス
ト

町
民
ポ
ス
ト

お
答
え
し
ま
す

問
合
せ

　

町
民
生
活
課

　

自
治
推
進
班

　
拶
盈
６
９
８
５

【
ご
意
見
】

【
ご
意
見
】

ご
意
見
・
ご
要
望
を

ご
意
見
・
ご
要
望
を

　
　
　
　
　
　

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　

お
寄
せ
く
だ
さ
い

役
場
や
上
富
良
野
郵
便
局
な
ど
町

内
９
カ
所
に
町
民
ポ
ス
ト
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
町
民
ポ
ス
ト
電
子
版
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
町
の
行
政
施
策

な
ど
へ
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

ご
意
見
に
は
詳
細
の
確
認
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。
無
記
入
の
場
合
、
回
答
な
ど
は

原
則
、
広
報
か
み
ふ
ら
の
に
は
掲
載

し
な
い
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

特
定
の
個
人
や
団
体
を
特
定
す
る

も
の
や
誹
謗

�

ひ
ぼ
う

�

中
傷
す
る
も

の
、
町
の
業
務
に
無
関
係
な
も
の
に

は
回
答
し
な
い
ほ
か
、
広
報
に
掲
載

し
な
い
こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

【
回
答
】

【
回
答
】　

建
設
水
道
課

建
設
水
道
課

　
　
　

都
市
整
備
担
当

　
　
　

都
市
整
備
担
当

当
該
道
路
は
北
海
道
が
所
管
す
る

道
路
で
あ
る
と
と
も
に
、
町
の
都
市

計
画
道
路
と
し
て
位
置
付
け
。
町
の

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

花
の
誘
い
強
化
路
線

�

花
景
観
街
路

�

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
北
海
道

が
事
業
主
体
と
し
て
、
車
道
と
歩
道

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

歩
道
内
に
整
備
す
る
花
壇

�

ラ
ベ

ン
ダ
ー
の
植
栽

�

つ
い
て
は
、
整
備

予
定
の
歩
道
全
幅
員
が
現
況
2.5
ｍ
に

対
し
、
計
画
で
は
3.5
ｍ
と
拡
幅
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
う
ち
3.0
ｍ
が

車
い
す
や
自
転
車
の
ほ
か
、
歩
行
者

の
利
用
幅
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま

す
。
利
用
幅
3.0
ｍ
を
除
い
た
0.5
ｍ
の

幅
員
内
に
現
道
内
に
あ
る
電
柱
の
ほ

か
、
道
路
標
識
や
照
明
な
ど
の
付
帯

設
備
と
合
わ
せ
て
花
壇
整
備
を
行
う

予
定
で
す
。　

花
壇
整
備
に
つ
い
て
は
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
か

ね
て
よ
り
町
か
ら
北
海
道
に
対
し
て

要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

歩
道
幅
員
が
現
況
よ
り
1.0
ｍ
の
拡

幅
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
者
へ
の

安
全
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
段
差

が
少
な
く
傾
斜
の
緩
い
構
造
と
な
る

ほ
か
、
植
樹
帯
に
代
わ
り
植
樹
枡
に

す
る
こ
と
で
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

通
園
バ
ス
の
乗
降
に
配
慮
し
た
花
壇

の
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

こ
の
整
備
に
よ
り
、
冬
期
間
を
含

め
た
交
通
の
利
便
性
と
安
全
性
の
向

上
の
ほ
か
、
観
光
振
興
へ
も
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
花
壇

の
管
理
は
、
上
富
良
野
町
高
齢
者
事

業
団
へ
委
託
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

通
称
十
勝
岳
観
光
道

�

フ
ジ
ス
ー

パ
ー
か
ら
和
田
牧
場
の
間

�

の
拡
幅

工
事
が
進
行
中
で
す
。
今
回
の
工
事

で
冬
季
除
雪
が
歩
車
道
分
離
さ
れ
る

こ
と
は
何
よ
り
で
す
。

　

通
学
児
童
や
地
域
の
見
守
り
を
実

施
し
て
き
た
中
で
、

・
歩
道
は
通
行
人
の
安
心
・
安
全
の

た
め
に
あ
る
も
の

・
花
壇
の
段
差
が
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
が
利
用
す
る
車
い
す
の
障
害

と
な
る

�

車
い
す
が
通
れ
な
い
歩

道
が
多
い

�

・
花
壇
の
手
入
れ
は
、
町
内
会
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
頼
み
に
な
る

・
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
幼
児
連
れ

家
族
の
乗
り
降
り
場
所
に
制
限
を

受
け
る

　

こ
の
こ
と
か
ら
歩
道
に
花
壇
は
不

要
と
考
え
ま
す
。

　
　
　

旭
町
３
丁
目　

梨
澤
節
三

※
ご
本
人
了
承
の
う
え
、
ご
意
見
の

一
部
を
省
略
、
修
正
し
た
も
の
を

掲
載
し
て
い
ま
す

臥臥 広報かみふらの 2020.11広報かみふらの 2020.11
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information
お知らせ

特
設
行
政
相
談

特
設
行
政
相
談

福
祉
福
祉

上
富
良
野
町
職
員
人
事

上
富
良
野
町
職
員
人
事

酸
退
職

�

10
月
31
日
付

�

　

太
田
有
維
子

�

町
立
病
院
看
護
師

�

酸
新
規
採
用

�

11
月
１
日
付

�

　

真
鍋
陽
子

�

町
立
病
院
看
護
師

�

問
合
せ　

総
務
課
総
務
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
４
０
０

人
事
人
事

富
良
野
沿
線
総
合
相
談
会

富
良
野
沿
線
総
合
相
談
会

交
通
事
故
や
金
銭
貸
借
、
相
続
・

離
婚
な
ど
の
家
庭
問
題
、
人
権
問
題

な
ど
を
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

12
月
１
日

�

火

�　

13
～
16
時

場
所　

富
良
野
市
役
所

相
談
相
談

国
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
、
各
種
制

度
の
手
続
き
な
ど
、
困
り
ご
と
や
苦

情
・
意
見
・
要
望
が
あ
れ
ば
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
２
日

�

水

�　

13
～
16
時

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か

み
ん

行
政
相
談
委
員

　

　

田
中
博　

南
町
２
丁
目
１
番
13
号

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
２
８
８
２

問
合
せ　

総
務
課
総
務
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
４
０
０

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
か
み
ん
休
館

　
　
　
　
　
　
か
み
ん
休
館

自
家
発
電
設
備
工
事
と
清
掃
・
点

検
の
た
め
、
次
の
期
間
が
休
館
と
な

り
ま
す
。

司
自
家
発
電
設
備
工
事
に
よ
る
全
館

休
館

日
時　

11
月
22
日
、
12
月
６
日
、
12

月
13
日
、
12
月
20
日
の
い
ず
れ
も

日
曜
日　

８
時
30
分
～
16
時

司
清
掃
・
点
検
に
よ
る
プ
ー
ル
・
浴

室
の
休
止

期
間　

11
月
30
日

�

月

�

～

　
　
　
　
　
　
　

12
月
３
日

�

木

�

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
７

旭
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

旭
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

特
設
人
権
心
配
ご
と
相
談
所

特
設
人
権
心
配
ご
と
相
談
所

12
月
４
～
10
日
は
「
人
権
週
間
」

で
す
。
特
設
心
配
ご
と
相
談
で
は
、

近
隣
と
の
争
い
、
家
族
関
係
、
金
銭

貸
借
、
い
じ
め
の
問
題
な
ど
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

月 火 水 木 金 土 日

�時
一般利用

一般利用
一般利用

一般利用
一般利用

一般利用

一般利用

�時��分 �陸上筋トレ��分�
↓

頑張るダイエット
���分�
②・②

THE ダイエット

�陸上筋トレ��分�
↓

頑張るダイエット
���分�
②・②

THE ダイエット

�陸上筋トレ��分�
↓

頑張るダイエット
���分�
②・②

THE ダイエット

��時

チェンジボディ
���分�
①・①

腰痛さんに！

アクアビクス
���分�
②・③

リズム運動♪

パワー筋トレ
���分�
③・②
筋力 UP

��～��時 一般利用�教室終了後～��分間　流水タイム�

��時

燃焼ウォーク
���分�
②・②

脂肪燃焼

脚力のすすめ
���分�
②・②

膝痛さんに！

スリムウォーク
���分�
②・②

痩せやすい体へ

ルンルンアクア
���分�
①・②

リズム運動♪

チェンジボディ
���分�
①・①

腰痛さんに！

一般利用

��～��時 一般利用�教室終了後～��分間　流水タイム�　※土・日曜日は��時～��時��分

��時

脚力のすすめ
���分�
②・②

膝痛さんに！

燃焼ウォーク
���分�
②・②

脂肪燃焼

よくばりアクア
���分�
②・③

水中運動総集版

チェンジボディ
���分�
①・①

腰痛さんに！

スリムウォーク
���分�
②・②

痩せやすい体へ

パワー筋トレ
���分�
③・②
筋力 UP

一般利用

～��時��分 一般利用�教室終了後～��分間　流水タイム�

かみんプール教室スケジュール 【��月�日～�月��日】 問合せ　保健福祉課福祉対策班　拶盈����

※表の○で囲んだ数字は左が「きつさ」、右が「難しさ」を表しています。数字が大きくなるに従って、きつく難しくなります
※「流水タイム」の間はフローマシンが利用できます。時間内は�コース使用しますのでご了承ください�日曜日は��時のみ�
※「頑張るダイエット」は�時��分から��分間、陸上での筋力トレーニングの後、プールで有酸素運動を��分間行います
※初めてプールに入られる方は個別に対応します。プールスタッフに声をお掛けください

※
交
通
事
故
相
談
は
事
前
予
約
制
。

11
月
26
日

�

木

�

ま
で
に
富
良
野
市

役
所
市
民
相
談
室
拶
曳
２
３
０
１

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
７

日
時　

11
月
30
日

�

月

�　

13
～
15
時

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か

み
ん

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
７

令和�年度固定資産税の減免

新型コロナウイルス感染症の影響に

より、収入が減少した中小事業者に対

し、事業用の家屋、償却資産に係る固

定資産税を減免します。

※土地や住宅用家屋は対象外です

減免要件　令和�年�～��月のうち連続

する�カ月の事業収入が、前年同期

と比べ��％以上減少していること

減免額

・�／�免除　事業収入が��～��％未満

減少している場合

・全額免除　事業収入が��％以上減少

している場合

申告方法　商工会など「認定経営革新

等支援機関等」の確認を受けた申告

書などを令和�年�月�日�月�までに

下記へ提出してください

※感染症拡大防止のため、郵送での提

出にご協力ください

申込み・問合せ　町民生活課税務班

　　　　　　　　　　　　拶盈����
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今月の

年金年金
のお話

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

　
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保

険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様
、
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の

課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象
は
令
和
２
年
１
～
12
月
ま

で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
で
、
過

去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険

料
の
ほ
か
、
配
偶
者
や
家
族
の
保

険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
も
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

控
除
を
受
け
る
に
は
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
領
収
証
書

な
ど
保
険
料
の
支
払
い
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。
保

険
料
を
納
め
た
方
に
は
、
11
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会

保
険
料

�

国
民
年
金
保
険
料

�

控
除

証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

※
10
月
１
日
以
降
に
初
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
た
方
は
、

翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す

問
合
せ　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口

班　
　
　
　

拶
盈
６
９
８
５

　

旭
川
年
金
事
務
所

拶
０
１
６
６
‐
２
７
‐
１
６
１
１　

司
出
張
年
金
相
談
所

　

年
金
相
談
は
予
約
制
で
す
。
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
３
日

�

木

�

場
所　

富
良
野
市
役
所

申
込
み
・
問
合
せ　

旭
川
年
金
事

務
所
お
客
様
相
談
室

拶
０
１
６
６
‐
７
２
‐
５
０
０
４

【広告】

教
育
教
育

町
民
玉
入
れ
大
会

町
民
玉
入
れ
大
会

友
達
や
家
族
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
の

仲
間
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
６
日

�

日

�　

８
時
30
分

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

種
目　

小
学
生
、
中
学
生
、
女
性
、

一
般
の
４
部
門

チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
10
人
以
内

参
加
料　

１
チ
ー
ム
１
千
円

申
込
期
限　

11
月
20
日

�

金

�

申
込
み
・
問
合
せ　

　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
５
５
１
１

冬
の
健
康
づ
く
り
週
間

冬
の
健
康
づ
く
り
週
間

冬
季
間
の
運
動
不
足
解
消
、
健
康

増
進
の
た
め
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
の
ア
リ
ー
ナ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
個
人

利
用
に
限
り
、
無
料
開
放
し
ま
す
。

定
期
利
用
団
体
が
使
用
し
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

11
月
21
日

�

土

�

～
27
日

�

金

�
問
合
せ　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
５
５
１
１

子
育
て

子
育
て

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

　
　
　
入
園
申
込
み
手
続
き

　
　
　
入
園
申
込
み
手
続
き

令
和
３
年
度
の
教
育
・
保
育
施
設

の
入
園
受
付
を
行
い
ま
す
。
産
休
や

育
休
明
け
、
出
産
な
ど
の
年
度
途
中

か
ら
の
利
用
も
受
け
付
け
ま
す
。

利
用
手
続
き
説
明
会
も
開
催
し
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

対
象
施
設

・
認
定
こ
ど
も
園
上
富
良
野
高
田
幼

稚
園

・
わ
か
ば
中
央
保
育
園

・
わ
か
ば
愛
育
園

・
上
富
良
野
西
こ
ど
も
園

対
象　

就
学
前
の
集
団
保
育
が
可
能

な
子
ど
も

保
育
認
定
の
要
件　

保
護
者
の
い
ず

れ
も
が
就
労
、
妊
娠
、
出
産
、
疾

病
、
障
が
い
、
介
護
、
看
護
、
養

育
、
就
学
、
求
職
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
て
い
る
こ
と

手
続
き　

教
育
・
保
育
給
付
支
給
認

定
申
請
書
、
入
園
申
込
書
、
保
育

認
定
に
必
要
な
添
付
書
類
な
ど
を

入
園
希
望
施
設
に
提
出

期
間　

12
月
１
日

�

火

�

～
30
日

�

水

�

認
定
区
分
な
ど
の
決
定　

２
月
中
に

お
知
ら
せ
し
ま
す

※
１
月
以
降
の
認
定
申
請
は
、
保
健

福
祉
課
で
受
け
付
け
後
、
入
園
希

望
施
設
と
調
整
し
ま
す

※
定
員
に
よ
り
希
望
す
る
施
設
に
入

園
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

司
利
用
手
続
き
説
明
会

日
時　

11
月
27
日

�

金

�　

　

①
10
時　

②
16
時　

③
18
時

場
所　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

定
員　

①
～
③
の
時
間
帯
各
15
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
個
別
に
相

談
対
応
し
ま
す
。

※
子
連
れ
で
の
参
加
も
可
能
で
す

申
込
み
・
問
合
せ　

　

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

拶
盈
６
９
８
７



かみふらのかみふらの 百科百科ミミ
ニニ

知っているようで知らない、 かみふの 「うんちく」 をお伝えします！知っているようで知らない、 かみふの 「うんちく」 をお伝えします！

～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か
ら

～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か
ら

炎炎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

冬
の
事
故
防
止
に
つ
い
て

冬
の
事
故
防
止
に
つ
い
て

広報かみふらの 2020.11  賀

かみふっこギャラリーかみふっこギャラリー 認定こども園
上富良野高田幼稚園

島
し ま だ

田 奏
そう

 くん

�平成��年生まれ�

染
そ め や

谷 乙
お と か

歌 ちゃん

�平成��年生まれ�

ふくろうの顔のカーブが、うま
く切れなくて難しかった。上手に
できたところは体の模様。紙テー
プをそれぞれ違う色にしてきれい
に貼ったよ！

ふくろうの足をギザギザに切る
ところを頑張りました。木になっ
ているフルーツは、小さい折り紙
を細かく折るのが難しかったけど
上手にできたよ！

作
品
名

　「
ふ
く
ろ
う
」

司
冬
道
の
転
倒
事
故
を
防
ご
う
！

冬
に
な
り
、
雪
道
転
倒
に
よ
る
事
故
が

増
え
ま
す
。
転
倒
で
の
救
急
搬
送
は
高
齢

者
が
多
く
、
大
き
な
け
が

に
つ
な
が
り
ま
す
。
滑
り

や
す
い
場
所
や
予
防
法
を

知
り
、
寒
い
冬
を
元
気
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◎
滑
り
や
す
い
場
所

横
断
歩
道
や
車
庫
前
な
ど
の
車
の
出
入

り
が
あ
る
歩
道
、
駐
車
場
、
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
の
乗
降
場
所
な
ど
、
車
や
人
が
多
く

通
る
場
所
は
、
雪
道
が
踏
み
固
め
ら
れ
た

り
、
車
の
熱
な
ど
で
雪
の
表
面
が
溶
け
て

滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

◎
転
び
や
す
い
の
は
こ
ん
な
と
き

・
急
い
で
い
る
と
き

・
何
か
に
気
を
と
ら
れ
て
い
る
と
き

・
両
手
が
塞
が
っ
て
い
る
と
き

・
雪
道
用
以
外
の
靴
を
履
い
て
い
る
と
き

・
お
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
き

◎
冬
道
で
滑
ら
な
い
歩
き
方

・
小
さ
な
歩
幅
で
靴
裏
全
体
を
付
け
、
体

の
重
心
を
や
や
前
に
垂
直
に
踏
み
出
す

・
歩
き
始
め
、
歩
く
速
度
を
変
え
る
と
き

は
要
注
意

・
急
が
ず
余
裕
を
持
つ

司
餅
に
よ
る
窒
息
事
故
を
予
防
！

年
末
年
始
は
餅
を
食
べ
る
機
会
が
増

え
、
餅
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
る
窒
息
事
故
が

多
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

◎
窒
息
事
故
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
餅
は
小
さ
く
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に

し
て
、
よ
く
噛
ん
で
か
ら
飲
み
込
む

・
乳
幼
児
や
高
齢
者
と
食
事
を
す
る
と
き

は
、
食
事
の
様
子
を
側
で
見
守
る

◎
万
が
一
、
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ら

食
事
中
突
然
苦
し
が
り
、
皮
膚
が
変
色

し
、
声
掛
け
に
も
応
答
で
き
な
い
と
き
は

119
番
通
報
を
頼
み
、
直
ち
に
詰
ま
っ
た
も

の
の
除
去
を
試
み
ま
し
ょ
う
。

【
異
物
除
去
の
応
急
措
置
法
】

・
咳
を
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
れ
ば
、
で
き

る
だ
け
強
く
咳
を
さ

せ
続
け
る

�

咳
は
異

物
除
去
に
も
っ
と
も
効
果
的

�

・
前
屈
み
の
姿
勢
か
横
向
き
の
寝
た
状
態

に
さ
せ
、
手
の
付
け
根
で
肩
甲
骨
の
間

を
力
強
く
連
続
し
て
叩
く

・
意
識
が
な
い
場
合
は
、
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
心
肺
蘇
生
法
を
行
う

問
合
せ
　
上
富
良
野
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
２
１
１
９

　
　

十
勝
岳
連
峰
に
生

息
す
る
「
ホ
シ
ガ
ラ

ス
」
と
「
エ
ゾ
ラ
イ

チ
ョ
ウ
」
を
紹
介
!!

ホ
シ
ガ
ラ
ス

北
方
の
冷
帯
針
葉
樹
林
に
生
息
。
黒

茶
色
の
体
に
白
い
斑
点
が
し
ま
を
な
す

様
子
が
星
空
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が

和
名
の
由
来
で
す
。
主
に
マ
ツ
の
実
を

食
べ
、
食
糧
の
実
を
求
め
て
、
山
岳
地

帯
を
移
動
し
ま
す
。

エ
ゾ
ラ
イ
チ
ョ
ウ

日
本
で
は
北
海
道
の
低
地
や
低
山
帯

の
林
地
の
み
に
生
息
。
湿
気
の
多
い
川

辺
や
谷
間
の
落
葉
広
葉
樹
林
も
好
み
、

下
草
の
多
い
林
で
見
ら
れ
ま
す
。
近
年

は
森
林
の
減
少
な
ど
の
自
然
環
境
の
変

化
に
よ
り
生
息
数
が
激
減
。「
北
海
道

レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」
で
は
希
少
種

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

その27

エゾライチョウ�左�とホシガラス�右�。

十勝岳で撮影されました

問合せ　企画商工観光課商工観光班　拶盈����
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美
瑛
町
内
の
小
学
４
年
生
を
対
象
に

今
月
の
広
域
情
報
花
人
街
道
２
３
７
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

司
ご
存
じ
で
す
か
？

　
十
勝
岳
ジ
オ
く
ら
ぶ

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
活
動
を
支
援

す
る

�

盛
り
上
げ
る

�

こ
と
を
目
的
に
、
昨
年

７
月
に
「
十
勝
岳
ジ
オ
く
ら
ぶ

�

青
野
範
子
会

長

�

」
が
美
瑛
・
上
富
良
野
の
町
民
な
ど
に
よ

り
設
立
。
現
在
は
会
員
35
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

活
動
の
基
本
は
、
会
員
が
ジ
オ
パ
ー
ク
を

楽
し
む
こ
と
。
毎
月
第
３
土
曜
日
に
定
例
会

を
行
い
、
中
村
有
吾
ジ
オ
パ
ー
ク
専
門
員
に

よ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
講
座
、
富
良
野
岳
で
の
高

山
植
物
観
察
会
、
大
正
泥
流
の
跡
地
を
歩
く

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

十
勝
岳
ジ
オ
く
ら
ぶ
事
務
局
長
で
、
ジ
オ

ガ
イ
ド
も
務
め
る
國
枝
孝
行
さ
ん
は
「
十
勝

岳
ジ
オ
く
ら
ぶ
は
、
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
の

応
援
団
。
十
勝
岳

の
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
で
、
そ
の
魅
力

を
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
多
く

の
人
に
魅
力
を
伝

え
、
十
勝
岳
ジ
オ

パ
ー
ク
の
活
動
を

応
援
し
て
い
き
た

い
。
自
然
が
好
き
な
方
、
地
元
食
材
で
お
い

し
い
も
の
を
作
り
た
い
方
、
町
の
歴
史
に
関

心
が
あ
る
方
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
で
活

動
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
皆
で
楽
し
く
活
動
し
ま

し
ょ
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

魅
力
的
な
ジ
オ
パ
ー
ク
を
作
る
た
め
に

は
、
地
域
住
民
の
理
解
や
活
動
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
今
後
も
会
員
が
増
え
、
楽
し
い
活
動

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
当
推

進
協
議
会
と
し
て
も
、
十
勝
岳
ジ
オ
く
ら
ぶ

を
積
極
的
に
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

日の出公園での定例会の様子

定例会でかみふらの岳登山を実施。

ジオパークの魅力を皆で体感しました

司
中
村
ジ
オ
専
門
員
の

　「
十
勝
岳
ジ
オ
構
想
の

　
　
　
　
　
　
お
さ
ら
い
」

上
富
良
野
町
で
勤
務
し
て
半
年
。
十
勝
岳

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
全
容
が
見
え
て
き
た
の

で
、
ど
ん
な
ジ
オ
パ
ー
ク
を
作
る
の
か
、
私

な
り
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
は
「
火
山
と
共
生
す

る
地
域
」
で
す
。
町
の
東
に
そ
び
え
る
美
し

い
十
勝
岳
は
日
本
有
数
の
活
火
山
。
私
た
ち

の
生
活
に
直
結
す
る
火
山
活
動
か
ら
目
が
離

せ
ま
せ
ん
が
、
風
光
明
媚

�

め
い
び

�

な
景

観
、
温
泉
、
広
大
な
農
地
な
ど
、
多
く
の
恵

み
も
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
三
浦

綾
子
の
小
説
『
泥
流
地
帯
』
の
映
画
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
前
進
し
ま
し
た
。
上
富
良
野
町

に
は
小
説
に
描
か
れ
た
街
並
み
、
人
々
の
面

影
が
現
在
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。
泥
流
災
害

か
ら
町
を
復
興
さ
せ
た
「
カ
ミ
フ
魂
」
を
世

界
に
発
信
す
る
の
も
ジ
オ
パ
ー
ク
の
役
割
で

す
。

ここに写っているもの

全てが「ジオパーク」 Geopark Geopark 

NakamuraNakamura

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
を
よ
く
見
る
と
、

北
海
道
そ
の
も
の
の
成
り
立
ち
に
も
通
じ
ま

す
。
北
海
道
の
大
地
は
か
つ
て
、
２
つ
な
い

し
３
つ
に
分
か
れ
て
い
た
陸
地
が
、
２
千
万

年
ほ
ど
前
に
ぶ
つ
か
っ
て
で
き
ま
し
た
。
そ

の
影
響
で
、
海
底
や
地
中
で
作
ら
れ
た
岩
石

が
町
の
西
側
に
そ
び
え
る
標
高
800
ｍ
の
山
々

を
作
り
ま
し
た
。

「
北
海
道
が
で
き
て
か
ら
私
た
ち
の
住
む

町
が
で
き
る
ま
で
」
が
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク

の
歴
史
で
す
。
さ
ら
に
自
然
と
共
生
し
て
き

た
生
活
文
化
も
、
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
の
重

要
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。
上
富
良
野
町
民

に
と
っ
て
「
当
た
り
前
」
の
こ
と
で
も
、
世

界
の
ど
こ
に
も
劣
ら
な
い
私
た
ち
の
宝
物
な

ん
で
す
！　

さ
あ
、
皆
の
力
を
合
わ
せ
て
、

素
敵
な
ジ
オ
パ
ー
ク
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

火
山
の
分
布
や
仕
組
み
、
火
山
か
ら
の
恵

み
な
ど
を
や
さ
し
く
紹
介
。
防
災
の
視
点
か

ら
も
科
学
的
に
お
も
し
ろ
く
解
説
し
ま
す
。

司
図
書
館
ふ
れ
ん
ど
ジ
オ
図
書
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
今
月
の
一
冊
」

�

火
山
の
科
学

�

お
も
し
ろ
サ
イ
エ
ン
ス

��

　

西
川
有
司

�

編

�

、
日
刊
工
業
新
聞
社
発
行



　

発行日　令和�年��月��日

発　行　上富良野町

編　集　町民生活課自治推進班

印　刷　株式会社総北海

ご意見・ご感想をお寄せください。

参���‐����

北海道空知郡上富良野町

　　　　　　大町�丁目�番��号

拶����盈����　鯖����盈����

メール：jichi@town.kamifurano.lg.jp �����　中央コミュニティ広場でかみふらの収穫祭が
開催。新鮮野菜などを求め、約���人が訪れました。

● 人のうごき ●
�　�は前月比

令和�年��月��日現在

人口 10,534 人 （－��）

男 5,419 人 （－��）

女 5,115 人 （－��）

世帯 5,379 世帯 （－��）

夜空を夜空を夜空を夜空を見上げれば…見上げれば…見上げれば…見上げれば…

問合せ
　教育振興課社会教育班　拶盈����

☆��月の上富良野の星空は… StellaNavigator11  ©2019 AstroArts inc. 
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たくさんのご寄付
ありがとうございました

町へ

◎町民福祉コンサート

◎奥田秋子さん

町立病院へ

◎清水俊明さん

◎奥田秋子さん

◎西木晴彦さん

◎金谷幸子さん

ラベンダーハイツへ

◎西木晴彦さん

◎眞鍋正美さん

社会福祉協議会へ

◎奥田秋子さん

◎中澤俊幸さん

◎眞鍋正美さん

◎旭川地方隊友会上富良野支部

町へ

������円

��万円

町立病院へ

５万円

��万円

３万円

５万円

ラベンダーハイツへ

３万円

��万円

社会福祉協議会へ

��万円

５万円

５万円

１万円

　���法人東亜天文学会会員の犬上達也さ

んを講師に、月や火星などを観望します。

　中止の場合は��時以降に連絡します。

日時　��月��日�火�　�����～�����

場所　上富良野西小学校チャレンジ天文台

定員　��人�中学生以下は保護者同伴�

参加料　無料

申込期限　��月��日�月�

申込み・問合せ

　教育振興課社会教育班　拶盈����

��月の天体観望会��月の天体観望会

��月��日�木���時の上富良野の星空です。南西の低空には木星、土星が

接近して見えています。来年の木星と土星はここまで接近しないので、しっ

かり目に焼き付けておきたいものです。また、この日は月齢���の細い月

が�大惑星のそばに見えているため、すてきな写真対象になるでしょう。

南南東の空には��月に地球に最接近した火星が‐���等で輝いています。

�年前の大接近のときは、火星は「砂嵐」が多く、表面の模様はあまり見

えませんでしたが、今回の接近では比較的細かなところまで模様�地形�を

見ることができました。火星は地球のすぐ外側を回る近い惑星でありなが

ら、地球の半分ほどの大きさしかないので、近づいたときと遠ざかったと

きの見かけの大きさの差はとても大きく、来年の夏には�等星ほどになっ

てしまいます。

さて、今回は天体の位置の表し方について解説します。新天体が発見さ

れたときには「東の方角」とか「オリオン座の右側」と言っても、正確な

位置を特定することはできません。そこで、天体の位置を表すには、地球

上の位置を表す緯度や経度と同じ考え方を使うのが一般的。地球の緯度は

北極を北緯��度、赤道を�度、南極を南緯��度と表します。天体の緯度�赤

緯δ…せきい�は「天の北極�北極星付近�」を赤緯＋��度、「天の南極�南

南南東南東東南東 南南西南南西 西南西西南西南東南東 南西南西南南東南南東

うお座うお座

おひつじ座おひつじ座
ペガサス座ペガサス座

木星木星

わし座わし座

くじら座くじら座

止止

みずがめ座みずがめ座

土星土星

止止

極星というのはありませんが�」を赤緯‐��度、その間にあるラインを「天の赤道�赤緯�度�」と呼びます。天体の経

度�赤経α…せきけい�は「春分点�春分の日の太陽位置�」を�時��分とし、そこから東方向に���度を��個に割り「時

分秒」で表します。 この星図の火星の位置を表すと赤経�時��分��秒、赤緯＋�度��分となります。この方法を使うと、

目当ての星の見える方角が時間の経過とともに変わっても「星図」上の位置で確認することができます。ただし「星

図」は通常書店に置いていませんし、出版社も限られています。もう少し星のことについて勉強したい方、天体を趣

味にしたい方は、ぜひ入手すべき「星の地図」です。

※図面では「春分点」がたまたま真南付近に来ているために、赤経�時が中央になっています

火星火星

止止

こと座こと座

赤
緯
�度

赤
緯
�度

止止

おうし座おうし座

赤緯��度
赤緯��度

春分点春分点

赤経�時�分赤経�時�分赤経�時�分赤経�時�分 赤経��時�分赤経��時�分

止止
止止

止止 止止止止


